
 

 

 

 

  

“木地師のふるさと”の 現在
い ま

 

令和３年７月に予定していました「木地師文化フォーラム」は、新型コロナウイルス感染症拡大

防止のため今年も開催を中止することになりました。2年も続けて皆様にお出会いできず、たいへ

ん残念な限りです。一刻も早い収束を願い、来年度には、ぜひ皆様の元気なお顔が拝見できること

を楽しみにしています。 

今号では、東近江市で活動する木地師や木地師にまつわる名所を御紹介します。来年度予定して

いますフォーラムにお越しいただいた際には、ぜひお立ち寄りください。 

 

 

木地師文化フォーラムでは、「木地師のふるさと」にちなみ、様々な講演や催しを行ってきまし

た。平成13年に発行された「永源寺町史 木地師編」では次のように記載されています。 
 

“全国に散在した木地師の人たちの身分を保障し、職業の繁栄に尽くされたのが蛭谷の

筒井公文所と君ヶ畑の髙松御所なのです。このすばらしい先人の知恵の結晶が、江戸時代

における木地師支配の制度の確立であるといえます。このため、現在に至るまで木地業に

携わる人や、その子孫から「木地師のふるさと」として厚い畏敬の念を寄せられています。” 
 

この歴史的事実を貴重な財産として後世に伝えていかねばなりません。 

木地師のふるさと 
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過去のフォーラムの様子 
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基調講演 

パネルディスカッション 

オプショナルツアー開催 

足踏ロクロの実演 

基調講演 

活動事例紹介 

林業遺産認定証伝達式 

こけしの展示 

活動事例紹介 

パネルディスカッション 

※令和 2 年度は中止 

令和３年度「木地師文化フォーラム」は中止します。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

現在、東近江市内には 3 名の木地師が創作活動をされています。 

 

 

 

ろくろ工房 君杢 

 

小椋谷で木地師として 20 年程前からろ

くろを回しています。 

商品は、「けやき」や「とち」などの木を

ろくろで仕上げるお盆や菓子器が中心です

が、樹種にはこだわらず、柄や木目の面白い

木を見つけて創作するのが何よりの楽しみ

です。また、木の香にも魅せられるような作

品をつくりたいと思っています。（本人談） 

 

 

 

木工きたの「筒井ろくろ」 

 

小椋谷は、全国の木地師にとって「聖地」

です。その地でろくろを回す木地師としての

生業を得られたことは本当に幸せです。使い

捨ての商品があふれる世の中で、木地師がつ

くる作品を通じて「物を大切にすること」を

伝えたい。また、できるだけ地元の木を大事

に使うことを心がけていきたいと思ってい

ます。（本人談） 

 

 

 

 

 

木工きたの「筒井ろくろ」 

 

県内の高校卒業後、木地師の道を志して、

石川県挽物轆轤技術研修所で、基礎コース 2

年、専門コース 2 年を修了。卒業後は辻新

太郎氏を師と仰ぎ、石川県山中温泉で木地師

職人として活躍。平成 31 年 3 月に奥永源

寺に拠点を移し、木地師のふるさとで日々、

木地製品の制作に勤しんでいる。 
  

東近江市で活躍する木地師 

小椋 昭二 

北野 清治 

北野 宏和 



 

 

 

 

 

 “木地師のふるさと”として知られる東近江市蛭谷町・君ヶ畑町には、木地師に関する

展示を行っている場所があります。お近くにお越しの際はぜひお立ち寄りください。 

 

蛭谷町  －ひるたにちょう－ 君ヶ畑町  －きみがはたちょう－ 

かつて「筒井
つ つ い

公文所
くもんじょ

」の名で、全国の木

地師を保護、統括していた筒井神社がある

地区です。筒井神社は木地師・ろくろの祖

神とされ、その境内には「木地師資料館」

があり、木地製品や氏子駈
うじこがけ

帳、往来手形な

どの古文書類や能面などが展示されてい

ます。 

木地師ろくろの祖神とされる 大皇
おおきみ

器地祖
き じ そ

神社
じんじゃ

がある地区です。「髙松御所」

とも呼ばれる金龍寺には、氏子
う じ こ

狩
がり

帳などの

古文書が所蔵されており、全国の木地師を

保護、統括していました。隣接して惟
これ

喬
たか

親王
しんのう

のものとされる墳丘もあります。 

|||| 木地師資料館 |||| |||| 君ヶ畑ミニ展示館 |||| 

  

筒井神社の境内にあり、蛭谷町所有の氏

子駈に関する資料や木地製品などが展示

されています。4 月 1 日～11 月 30 日の

み開館。要予約。料金は 300 円。 

TEL 050-5802-3313 

コミュニティバス終点のバス停に併設

する展示館。木地製品やろくろの制作工程

を紹介する資料などが展示されています。

無料でいつでも見学できます。 

  

木地師のふるさと 蛭谷町・君ヶ畑町 

惟喬親王像 

筒井御陵前にあるプレートが新しくなり

ました。東近江市を代表する陶芸家 布引焼

窯元の小嶋太郎氏に制作いただきました。 



 

 

 

   

 

木地師のふるさと発信事業の取組の様子は本ニュースレターや東近江市ホームページ、

Facebook でお知らせします。 

 また、引き続き木地師に関する資料の収集を進めています。資料に関する情報や寄贈い

ただけるものなどがありましたら、ぜひお知らせください。 

 

【今年度の主な取組】 

●学識経験者による木地師の歴史・文化に係る調査研究 

●木地師のふるさとアーカイブ・プロジェクト（木地師資料の分類・整理） 

 

アーカイブ・プロジェクトの活動 

ボランティアスタッフ(10 名程)の協力を得て行っています。市立能登川博物館に収蔵さ

れている約 1,200 点の収蔵品の調査が 4 年前から始まり、約 900 点（R3．2 時点）の

調査を終えることができました。 

   
調査を進めるボランティアスタッフ 台帳作成 

  

撮影 製図作業 
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木地師に関する資料の調査を進めています 

アーカイブ・

プロジェクト

の活動も 

4 年目を迎え

ました 


